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328 故村岡博士のこミざも
外でミつた爲眞を立膿鏡によって眺める時には，鉄鮎のある部分は學び上
って見える．爲眞は焦黒占内外で焦貼より等距離の鮎でミる必要がある．
　　干渉計Interferometerによる方法
　世界大戦中英ヒルガー會肚のTwyman氏によって案出された干渉計に
よる光陰レンズの瞼査法は最近の方法である．此れによる方法の癒用の一
つεしてAp．∫．誌1918年にマイケルソン氏が干渉計による球面鏡の修正
方法を述べて居る．ヒルガ1會杜は製造構は勿論，使用構に回しても特許
を有し，他者に無断で使用さえ許さないし，一器撒萬圓に値する器具でも
あり，素人の使用し得るものではないが，將來解物線の修正して慮用さる
べき一つの方法εして注目に値する．
　　　　　　　　故村岡博士のこごこも
　聖者諸君は，跣に，前月の天界誌上で，「途別の和歌」（292頁）二首を早
まれk事ミ思ふが，その時，一一ee村岡εいふ御仁は如何なるお方で，誰の
爲めに，苛うしてこんな歌を詠＄れたのだらうかE，思はれなかつナこだら
うか？　あの三十一文字二首こそは，吾が物理學界の大先輩で京都帝國大
學の名審教授であられた村岡範爲馳博士が，その数へ子である山本教授の
夫入ご共にスマトラへ日蝕遠征に族立たれるに際して，ものされたもので
あって，眞情温るXを見るのである．が痛ましくも悲しい事に，此の老大
家は，その教へ子の艦り濁るのも待たれすに，燧に三重蝉茸の海岸の隠れ
家で七十七歳を期εして去る四月二十日永眠されてしまったのである．ス
マ5ラ遠征中の山本教授は此の言トを何ε聞かれたであらう！　編輯同人は
その計を知るや，物理吟味の大先輩の済めに，些か哀悼の微意を五月の天
界誌上に表はしナこかったのであったが，時雨に第三稿を終ってをつナこ時で
あっナこので，逡憾乍らその意を果し得なかった。既に讃者諸君は寸時の新
聞紙上で博士の聖蹟を知られナこ事ミ思ふのであるが，更に當時の記事を掲
げて博士の面目を偲ぶよすがεしよう．
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　「X光線の紹介者であり力學，光學，音響學の育ての親ごもいふべき博
士は，明治11年ドイツに留學，スVラスブルグで中等程度の學校から大
學まで卒業し，專ら哲學を研究しドクトル・フイロソフイエーの學位を授
けられて蹄朝一高教授εなり，後明治31年さらにドイツに留學，今度は
物理學，殊に四型ε音響學を專黒し，露朝後，魔鏡の研究こ題する論文を
提出して，理學博士の學位を得られ弛．當時論文を提出して學位を授けら
れた例は甚だ珍しかった．魔鏡は表面から見て裏面の紋様があらはれる鏡
で，博士はその理論を明かにしナこもので，博士の研究は外國の物理学書に
も引用されてをる．さらに音響學の方面では古今東西の樂器の姓質を明か
にし，自ら囚やピアノをひき，ドイツの歌やわが國の雅樂を口ずさみつx
講義したもので，東京音樂學校長にもなり，大に音四界の爲めに盤した．
雅樂なさ時々自宅で會を催して，奨鋤ξ研究につくしナこ外，器樂，聲樂ε
もに，自らよく挙世教授をやり，同時に雅樂の話をしナこり，なさしナこ．所
で，京大に於ける講義は，譜誰交りでなかなか入氣を集めナこが，博士はい
つも黒板にくっついて背中ばかりを見せて居ったので，口の悪い畢生はア
ダ回して「蝉先生」ミ呼んだこいふ事である．性格は温良そのもので，徳
望從って高く，春風購蕩常に微笑をたΣへて，未だ嘗て怒った事もなく情
愛の深い人であっ九昔から病身で鶴の様に細かったが京大引退後は，故
郷の鳥取を児すてX，暖い伊勢の海芋iに移り住んだので七十七歳迄生きら
れfこ程である．博士はN非常に趣味の深い人で狂歌俳句をよくし，外遊感
想の如きは十七文字の世界漫遊記だつた，叉八坂北野李野の肚の駆馳に博
士のものした和歌を見ないεいふ事がなく，歌の雑誌田鶴園にも引き綾き
歌を寄せ，撒萬種の詠草があるEいふ．京大に物理科が置かれるにっき三
高から韓じて教授εなり，定年制のない頃，自ら六十歳で引退しナこのが明
治四十四年Sいふ古いこεである．」
